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II 調査結果の分析 
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１． 水道水の使用について 

（１） 節水について 

問１ 日ごろ、あなたの事業所では水をどのように使っていますか。（○は１つだけ）  

   １ 節水のことは考えずに使っている 

   ２ 節水は必要と思いながらも、実行はしていない  

   ３ ある程度節水をしながら使っている 

   ４ まめに節水して使っている 

① 単純集計 

図表 7 全体 

 

 

節水意識について、「ある程度節水をしながら使っている」52.1％、「節水は必要と思いながらも、

実行はしていない」28.2％、「まめに節水して使っている」11.4％、「節水のことは考えずに使って

いる」7.4％の順に割合が高い。 

 

 

 

 

 

  

節水のことは考えずに使っている 28

節水は必要と思いながらも、実行はしていない 106

ある程度節水をしながら使っている 196

まめに節水して使っている 43

無回答 3

n=376

7.4

28.2

52.1

11.4

0.8

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％
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② 属性別集計 

図表 8 全体、業種別、従業員数別、水道使用水量別、延べ床面積別 

 

 

  

ｎ=

全体 376

【業種別】

建設業 48

製造業 36

情報通信業 1

運輸業 11

卸売・小売業 46

飲食店、宿泊業 27

医療、福祉 58

サービス業 81

公務 1

その他 55

【従業員数別】

０～４人 155

５～９人 73

10～50人 97

51～100人 21

101～300人 17

301人以上 7

【水道使用水量別】

16㎥以下 118

17～20㎥ 35

21～40㎥ 45

41～60㎥ 29

61～100㎥ 27

101～200㎥ 19

201～600㎥ 17

601～2,000㎥ 15

2,001㎥以上 16

【延べ床面積別】

100㎡以下 160

101～500㎡ 103

501～1,000㎡ 19

1,001～2,000㎡ 18

2,001～5,000㎡ 25

5,001㎡以上 10

7.4

10.4

5.6

6.5

7.4

5.2

9.9

1.8

8.4

12.3

6.2

13.6

14.3

6.7

6.3

9.4

8.7

10.0

28.2

22.9

33.3

100.0

36.4

23.9

18.5

34.5

25.9

32.7

23.9

26.0

34.0

38.1

35.3

28.6

22.9

34.3

31.1

41.4

25.9

31.6

23.5

20.0

31.3

26.3

34.0

31.6

38.9

24.0

10.0

52.1

54.2

52.8

63.6

52.2

63.0

51.7

49.4

100.0

50.9

52.3

53.4

51.5

52.4

52.9

28.6

53.4

42.9

46.7

48.3

51.9

52.6

70.6

66.7

43.8

51.3

45.6

52.6

55.6

60.0

50.0

11.4

12.5

5.6

17.4

11.1

8.6

13.6

12.7

14.8

6.8

7.2

9.5

11.8

42.9

10.2

8.6

13.3

10.3

18.5

15.8

5.9

13.3

18.8

12.5

11.7

10.5

5.6

12.0

30.0

0.8

2.8

1.2

1.8

0.6

1.4

1.0

2.2

3.7

0.6

5.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

節水のことは考えずに使っている

節水は必要と思いながらも、実行はしていない

ある程度節水をしながら使っている

まめに節水して使っている

無回答
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〇 業種別 

「ある程度節水をしながら使っている」「まめに節水して使っている」を合わせた節水に取り組

んでいる割合は、飲食店、宿泊業、卸売・小売業、建設業が高い。一方、「節水のことは考えずに

使っている」「節水は必要と思いながらも、実行はしていない」を合わせた節水に取り組んでいな

い割合は、医療、福祉、製造業が高い。 

 

〇 従業員数別 

節水に取り組んでいる割合は、概ね従業員数が多いほど高くなる傾向がある。例外的に、０人～

４人の場合、節水に取り組んでいる割合が高い。 

 

〇 水道使用水量別 

節水に取り組んでいる割合は、概ね水道使用水量が多いほど高くなる傾向がある。 

 

〇 延べ床面積別 

節水に取り組んでいる割合は、概ね延べ床面積が大きいほど高くなる傾向がある。 
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③ 経年比較 

図表 9 経年比較 

 

「ある程度節水をしながら使っている」「まめに節水して使っている」を合わせた節水に取り組ん

でいる割合は平成 23年度から平成 30年度まで減少傾向にあったが、令和４年度は過去４回の調査で

最も高い。 

 

 

 

 

 

  

ｎ= 節水のことは節水は必要とある程度節水まめに節水し無回答

令和4年度 376 7.4 28.2 52.1 11.4 0.8

平成30年度 298 9.1 36.2 44.3 8.4 2.0

平成26年度 332 6.9 34.3 47.0 9.9 1.8

平成23年度 331 5.1 34.7 47.7 9.7 2.7

7.4

9.1

6.9

5.1

28.2

36.2

34.3

34.7

52.1

44.3

47.0

47.7

11.4

8.4

9.9

9.7

0.8

2.0

1.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

節水のことは考えずに使っている

節水は必要と思いながらも、実行はしていない

ある程度節水をしながら使っている

まめに節水して使っている

無回答
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問２ 問１で「３」、「４」とお答えになった事業所におうかがいします。  

  あなたの事業所が節水する理由はどれですか。（○はいくつでも）  

   １ 水道料金の節約のため 

   ２ 水不足などに備えるため 

   ３ 地球温暖化などの環境問題のため 

   ４ その他（                                ） 

① 単純集計 

図表 10 全体 

 

 

 

＜その他の内訳（４件）＞    

従業員へのコスト意識向上 1 使用する者が二人の為 1 

無駄に水を使いたくない 1 雨水を特に利用している 1 

 

 

 

「水道料金の節約のため」85.8％、「水不足などに備えるため」38.1％、「地球温暖化などの

環境問題のため」33.9％の順に割合が高い。 

 

 

 

 

  

水道料金の節約のため 205

水不足などに備えるため 91

地球温暖化などの環境問題のため　　　 81

その他 4

無回答 2

（複数回答）n= 239

85.8

38.1

33.9

1.7

0.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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問３ 問１で「３」、「４」とお答えになった事業所にうかがいます。  

  次のうち現在取り組んでいる節水対策はありますか。（○はいくつでも）  

   １ 節水型設備の導入(業務用の機械など) 

   ２ 節水型設備の導入（節水型トイレなど、業務用以外のもの） 

   ３ 水の循環利用          

   ４ 水道水以外の水（地下水・雨水等）への転換 

   ５ 使用量の管理 

   ６ 従業員への啓発 

   ７ その他（                                    ） 

① 単純集計 

図表 11 全体 

 

 

 

＜その他の内訳（15 件）＞    

節水を意識して行動 5 その他 4 

節水機器の導入 3 地下水利用、飲料用を別にしている、普通の生

活の量だから分からない 等 利用者等への周知・啓発 3 

 

「従業員への啓発」49.4％、「使用量の管理」44.8％、「節水型設備の導入（業務用以外）」

20.5％の順に割合が高い。 

 

  

節水型設備の導入(業務用の機械など) 17

節水型設備の導入（節水型トイレなど、業務用以外のもの） 49

水の循環利用　　　　 5

水道水以外の水（地下水・雨水等）への転換 18

使用量の管理 107

従業員への啓発 118

その他 15

無回答 20

（複数回答）n= 239

7.1

20.5

2.1

7.5

44.8

49.4

6.3

8.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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② 経年比較 

図表 12 経年比較 

 

 

 

 

注：平成 26 年度の「地下水への転換」「雨水への転換」、平成 23 年度の「地下水・雨水への転換」については、「水道水以外の

水（地下水・雨水等）への転換」に含めて集計している。また、平成 26 年度の「ない」については、「その他」に含めて集計して

いる。 

 

平成 23 年度以降、「使用量の管理」と「従業員への啓発」の割合が高い。「従業員への啓発」「水

の循環利用」の割合が減少傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

節水型設備の導入
(業務用)

節水型設備の導入
（業務用以外）

水の循環利用 水道水以外の水（地
下水・雨水等）への転
換

使用量の管理

ｎ= 節水型設備（業務用）の節水型設備（業務外）の水の循環利用 地下水・雨水への転換使用量の管理

令和4年度 239 7.112970711 20.50209205 2.092050209 7.531380753 44.8

平成30年度 157 5.095541401 24.84076433 3.821656051 8.917197452 41.4

平成26年度 189 8.5 20.1 5.3 3.7 42.3

平成23年度 190 3.7 14.7 8.4 4.2 41.6

7.1

5.1

8.5

3.7

0 50 100

% 20.5

24.8

20.1

14.7

0 50 100

%
2.1

3.8

5.3

8.4

0 50 100

%
7.5

8.9

3.7

4.2

0 50 100

%
44.8

41.4

42.3

41.6

0 50 100

%

従業員への啓発 その他 無回答

ｎ= 従業員への啓発 その他 ない

令和4年度 239 49.37238494 6.276150628 8.4

平成30年度 157 54.14012739 5.732484076 2.5

平成26年度 189 53.4 2.1 4.8

平成23年度 190 64.2 4.2 3.2

49.4

54.1

53.4

64.2

0 50 100

% 6.3

5.7

2.1

4.2

0 50 100

%
8.4

2.5

4.8

3.2

0 50 100

%
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（２） 新型コロナウイルス感染症の影響について 

問４  新型コロナウイルス感染症の影響（事業活動の縮小、在宅勤務の増加、洗浄や手

洗いの増加など）により、水道水の使用量に変化はありましたか。  

                                        （○は１つだけ）  

   １ 増えた  

   ２ 変わらない 

   ３ 減った  

   ４ 分からない 

① 単純集計 

図表 13 全体 

 
新型コロナウイルス感染症の影響による水道水の使用量について、「変わらない」65.7％が最

も高く、「増えた」19.7％が「減った」5.3％よりも 14.4ポイント高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

増えた 74

変わらない 247

減った 20

分からない 34

無回答 1

n= 376

19.7

65.7

5.3

9.0

0.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
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② 属性別集計 

図表 14 全体、業種別、従業員数別、水道使用水量別、延べ床面積別 

 
 

〇 業種別 

「増えた」割合は、医療、福祉、サービス業で高く、「変わらない」割合は、運輸業、卸売・小

売業で高くなっている。一方、「減った」割合は、飲食業、宿泊業、製造業で高い。 
 

〇 従業員数別 

「増えた」割合は 101人～300 人が最も高く、301人以上が最も低い。 
 

〇 水道使用水量別 

概ね水道使用水量が多いほど「増えた」割合が高くなる傾向にあるが、2,001㎥以上では「増えた」

割合が低く、「減った」割合が高い。 
 

〇 延べ床面積別 

5,000 ㎡まではほぼ同程度で推移しているが、5,001 ㎡以上では「増えた」割合が低く、「減った」

割合が高い。 
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（３） 水道料金改定の影響について 

問５ 令和３年７月に水道料金改定（平均で 12％引き上げ）を実施させていただき  

  ました。料金改定の影響により水道水の使用量に変化はありましたか。  

                                        （○は１つだけ）  

   １ 増えた  

   ２ 変わらない 

   ３ 減った  

   ４ 分からない 

① 単純集計 

図表 15 全体 

 

 

水道料金改定の影響による水道水の使用量の変化について、「変わらない」71.3%が最も高く、

「増えた」12.5％が「減った」3.5％より 9.0ポイント高い。 

  

増えた 47

変わらない 268

減った 13

分からない 42

無回答 6

n= 376

12.5

71.3

3.5

11.2

1.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
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（４） 水道水とそれ以外の水の利用状況について 

問６  水道水の他に利用している水はありますか。また、水道水及びそれぞれの水は、

どのような用途にお使いですか。（利用している水の種類(1～6)およびその用途（a

～g）に○を付けてください。（○はいくつでも） 

 

Ａ. 飲用 

Ｂ．飲用

以外の生

活 用 水

（トイレ

等） 

Ｃ.製造・

加工・業

務等 

Ｄ．空調

等の設備

用 

Ｅ．農業

用 

Ｆ．散水

用 

Ｇ.その他 

 

１ 水道水 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ 

２ 雨水 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ 

３ 地下水 

（井戸水） 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ 

４ 再生水 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ 

５ 工業用水 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ 

６ その他 

 
※ 循環利用等 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ 

① 単純集計（利用している水の種類） 

図表 16 利用している水の種類 

 

 

 

 

 

 

利用している水の用途は、「水道水」89.1％、「雨水」4.8％、「地下水（井戸水）」4.5％の

順に割合が高い。 

 

 

水道水 335

雨水 18

地下水（井戸水） 17

再生水 6

工業用水 4

その他 18

無回答 30

（複数回答）n= 376

89.1

4.8

4.5

1.6

1.1

4.8

8.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

＜その他の内訳（18 件）＞     

ウォーターサーバー 5 スーパーでもらえる水 1 

ミネラルウォーター 3 ドレン回収 1 

ペットボトル 3 循環工水 1 

水道水 2 その他 2 

利用 
している 
水の種類 

用途 
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図表 17 水の用途別使用状況 

 

    

    

 

＜その他の内訳（26 件）＞ 

1 水道水 2 雨水 
3 地下水 

（井戸水） 
4 再生水 5 工業用水 6 その他 

18 件 3 件 3 件 1 件 1 件 0 件 

洗車 4 園芸 1 その他 3 洗浄 1 その他 1  

園芸 3 洗浄 1        

洗浄 2 池 1        

清掃 2          

その他 7          

 

 

利用している水の用途については、「水道水」は「飲用以外の生活用水」93.1％、「飲用」

80.0％、「製造・加工・業務等」26.3％、「雨水」は「散水用」66.7％「飲用以外の生活用水」

22.2％、「地下水」は「散水用」47.1％、「飲用以外の生活用水」35.3％、「飲用」23.5％、

「再生水」は「散水用」33.3％、「工業用水」は「製造・加工・業務等」75.0%となっている。 

  

飲用

飲用以外の生活用水（トイレ等）

製造・加工・業務等

空調等の設備用

農業用

散水用

その他

無回答

268

312

88

37

12

86

18

0

（複数回答）n=335

水道水

80.0

93.1

26.3

11.0

3.6

25.7

5.4

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0

4

0

0

2

12

3

0

（複数回答）n=18

雨水

0.0

22.2

0.0

0.0

11.1

66.7

16.7

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

4

6

2

1

3

8

3

0

（複数回答）n=17

地下水（井戸水）

23.5

35.3

11.8

5.9

17.6

47.1

17.6

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

飲用

飲用以外の生活用水（トイレ等）

製造・加工・業務等

空調等の設備用

農業用

散水用

その他

無回答

1

1

1

0

0

2

1

0

（複数回答）n=６

再生水

16.7

16.7

16.7

0.0

0.0

33.3

16.7

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

0

1

3

0

0

1

1

0

（複数回答）n=４

工業用水

0.0

25.0

75.0

0.0

0.0

25.0

25.0

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

14

0

3

1

0

0

0

0

（複数回答）n=18

その他

77.8

0.0

16.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
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② 属性別集計（利用している水の種類） 

図表 18 業種別 

 

 

〇 業種別  

いずれのカテゴリーでも「水道水」の割合が高い。また、「雨水」は建設業で、「地下水」は建

設業、卸売・小売業で、「再生水」は飲食店、宿泊業で、「工業用水」は製造業、運輸業で、それ

ぞれ割合が高い。 

 

図表 19 従業員数別 

 

 

 

〇 従業員数別 

いずれのカテゴリーでも「水道水」の割合が高い。また、「雨水」は 101～300 人、301 人以上で、

「地下水」は 301人以上で、「再生水」は 101～300人、「工業用水」は 51～100人、301人以上で、

それぞれ割合が高い。 

 

  

水道水 雨水 地下水（井戸水） 再生水 工業用水 その他 無回答

n= 災害が起きてからで 行政が準備していると

全体 376

建設業 48

製造業 36

情報通信業 1

運輸業 11

卸売・小売業 46

飲食店、宿泊業 27

医療、福祉 58

サービス業 81

公務 1

その他 55

4.5

6.3

5.6

0.0

0.0

6.5

0.0

5.2

1.2

0.0

7.3

0 50 100
%

1.6

2.1

0.0

0.0

0.0

2.2

7.4

0.0

2.5
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水道水 雨水 地下水（井戸水） 再生水 工業用水 その他 無回答

n=

全体 376 47.1 46.6 16.0 11.3 5.9 3.4 5.0

０～４人 155 49.1 41.7 13.9 16.7 9.3 4.6 3.7

５～９人 73 53.8 51.3 23.1 7.7 5.1 0.0 2.6

10～50人 97 51.6 43.8 14.1 9.4 3.1 4.7 7.8

51～100人 21 15.4 69.2 23.1 0.0 0.0 0.0 7.7

101～300人 17 33.3 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

301人以上 7 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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図表 20 水道使用水量別 

 

 
 

〇 水道使用水量別 

いずれのカテゴリーでも「水道水」の割合が高い。また、「雨水」は 601～2,000 ㎥で、「地下水」

は 2,001 ㎥以上で、「再生水」は 201～600 ㎥で、「工業用水」は 601～2000 ㎥で、それぞれ割合が

高い。 

 

図表 21 延べ床面積別 

 

 

 

〇 延べ床面積別 

いずれのカテゴリーでも「水道水」の割合が高い。また、「雨水」は 5,001 ㎡以上で、「地下水」

は 1,001 ㎡以上で、「再生水」は 5,001 ㎡以上で、「工業用水」は 5,001 ㎡以上で、それぞれ割合

が高い。 

 

  

水道水 雨水 地下水（井戸水） 再生水 工業用水 その他 無回答

n=

全体 376 47.1 46.6 16.0 11.3 5.9 3.4 5.0

16㎥以下 118 48.4 39.1 9.4 14.1 6.3 3.1 3.1

17～20㎥ 35 63.2 57.9 5.3 10.5 10.5 0.0 0.0

21～40㎥ 45 56.0 36.0 16.0 8.0 8.0 4.0 12.0

41～60㎥ 29 44.0 40.0 16.0 12.0 8.0 12.0 8.0

61～100㎥ 27 45.8 54.2 29.2 8.3 4.2 0.0 0.0

101～200㎥ 19 57.1 42.9 4.8 19.0 0.0 4.8 9.5

201～600㎥ 17 38.9 50.0 27.8 0.0 0.0 0.0 0.0

601～2,000㎥ 15 0.0 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0

2,001㎥以上 16 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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水道水 雨水 地下水（井戸水） 再生水 工業用水 その他 無回答

n=

全体 376 47.1 46.6 16.0 11.3 5.9 3.4 5.0

100㎡以下 160 51.0 52.9 13.7 8.8 8.8 4.9 5.9

101～500㎡ 103 45.6 35.3 11.8 16.2 2.9 2.9 2.9

501～1,000㎡ 19 47.6 52.4 23.8 0.0 4.8 4.8 4.8

1,001～2,000㎡ 18 40.0 50.0 10.0 10.0 0.0 0.0 20.0

2,001～5,000㎡ 25 40.0 40.0 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0

5,001㎡以上 10 22.2 33.3 22.2 11.1 0.0 0.0 0.0
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③ 経年比較 

図表 22  経年比較（利用している水の種類） 

 

 

 

 

 

平成 23 年度～平成 30 年度まで割合が減少傾向だった「雨水」と「再生水」は、令和４年度は増

加に転じている。 

 

  

水道水 雨水 地下水（井戸水） 再生水

ｎ= 水道水 雨水 地下水（井戸水） 再生水

令和4年度 376 89.1 4.8 4.5 1.6

平成30年度 298 87.2 1.7 5.0 1.3

平成26年度 332 89.2 3.9 4.2 1.8

平成23年度 331 86.4 5.1 3.3 2.7

89.1

87.2

89.2

86.4

0 50 100
%

4.8

1.7

3.9

5.1

0 50 100
%

4.5

5.0

4.2

3.3

0 50 100
%

1.6

1.3

1.8

2.7

0 50 100
%

工業用水 その他循環利用等 無回答

ｎ= 工業用水 その他循環利用等 無回答

令和4年度 376 1.1 4.8 8.0

平成30年度 298 0.0 7.4 10.4

平成26年度 332 0.3 5.1 9.6

平成23年度 331 0.6 1.5 11.5
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図表 23 経年比較（利用用途） 

 

 

 

「水道水」では飲用と農業用が増加、製造・加工・業務用等が減少、「雨水」では飲用以外の生

活用水が増加、「地下水」では農業用が増加、製造・加工・業務用等が減少している。 

  

A.飲用 B.飲用以外の生活用水（トイ
レ等）

C.製造・加工・業務等 D.空調等の設備用

ｎ= A.飲用 B.飲用以外の生活用水（トイレC.製造・加工・業務等 D.空調等の設備用

《水道水》

  令和4年度 335 80 93.13432836 26.26865672 11.04477612

　平成30年度 260 81.2 87.7 28.5 8.8

　平成26年度 296 88.5 90.9 28.0 12.2

　平成23年度 286 89.5 88.9 31.4 12.9

《雨水》

  令和4年度 18 0.0 22.2 0.0 0.0

　平成30年度 5 0.0 0.0 0.0 0.0

　平成26年度 13 7.7 7.7      -      -

　平成23年度 17 0.0 0.0 11.8 0.0

《地下水》

  令和4年度 17 23.5 35.3 11.8 5.9

　平成30年度 15 20.0 33.3 26.7 6.7

　平成26年度 14 7.1 21.4 21.4 14.3

　平成23年度 11 9.1 45.5 9.1 0.0

《再生水》

  令和4年度 6 16.7 16.7 16.7 0.0

　平成30年度 4 25.0 50.0 0.0 0.0

　平成26年度 6      - 50.0      -      -

　平成23年度 9 11.1 11.1 33.3 11.1

《工業用水》

  令和4年度 4 0.0 25.0 75.0 0.0

　平成30年度 0 0.0 0.0 0.0 0.0

　平成26年度 1      - 100.0 100.0 100.0

　平成23年度 2 0.0 0.0 100.0 50.0

《その他》

  令和4年度 18 77.8 0.0 16.7 5.6

　平成30年度 22 81.8 4.5 4.5 0.0

　平成26年度 17 88.2 5.9      -      -

　平成23年度 5 80.0 0.0 20.0 0.0
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E.農業用 F.散水用 G.その他

ｎ= E.農業用 F.散水用 G.その他

《水道水》

  令和4年度 335 3.582089552 25.67164179 5.373134328

　平成30年度 260 1.5 21.5 4.2

　平成26年度 296 2.0 30.4 4.7

　平成23年度 286 2.1 26.5 2.1

《雨水》

  令和4年度 18 11.1 66.7 16.7

　平成30年度 5 0.0 100.0 0.0

　平成26年度 13 15.4 69.2      -

　平成23年度 17 5.9 82.4 5.9

《地下水》

  令和4年度 17 17.6 47.1 17.6

　平成30年度 15 6.7 46.7 20.0

　平成26年度 14 14.3 50.0 7.1

　平成23年度 11 27.3 81.8 9.1

《再生水》

  令和4年度 6 0.0 33.3 16.7

　平成30年度 4 0.0 25.0 0.0

　平成26年度 6      - 50.0      -

　平成23年度 9 0.0 66.7 22.2

《工業用水》

  令和4年度 4 0.0 25.0 25.0

　平成30年度 0 0.0 0.0 0.0

　平成26年度 1      -      -      -

　平成23年度 2 0.0 0.0 0.0

《その他》

  令和4年度 18 0.0 0.0 0.0

　平成30年度 22 0.0 4.5 4.5

　平成26年度 17      -      -      -

　平成23年度 5 0.0 0.0 0.0

5.4
4.2
4.7

2.1

16.7
0.0
0.0

5.9

17.6
20.0

7.1
9.1

16.7
0.0
0.0

22.2

25.0
0.0
0.0
0.0

0.0
4.5

0.0
0.0

0 50 100

%
25.7

21.5
30.4

26.5

66.7
100.0

69.2
82.4

47.1
46.7
50.0

81.8

33.3
25.0

50.0
66.7

25.0
0.0
0.0
0.0

0.0
4.5

0.0
0.0

0 50 100

%

3.6
1.5
2.0
2.1

11.1
0.0

15.4
5.9

17.6
6.7

14.3
27.3

0.0
0.0
0.0
0.0

0.0
0.0
0.0
0.0

0.0
0.0
0.0
0.0

0 50 100

%



- 25 - 

２． 災害時における飲料水の確保について 

（１） 災害時の水の備蓄について 

問７  横浜市では、災害に備え、１人１日あたり３リットル、３日分で９リットル以上の飲料

水の備蓄をお願いしています。あなたの事業所では、従業員１人あたり、どのくらい

の量の飲料水を備蓄していますか。（○は１つだけ）  

 

 １ １人あたり９リットル以上備蓄している  

 ２ 備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である 

 ３ 備蓄していない 

① 単純集計 

図表 24 全体 

 

 

 

飲用水の備蓄量は、「備蓄していない」41.2%、「９リットル未満」38.3%、「９リットル以上」

19.4%の順に割合が高い。 

 

  

１人あたり９リットル以上備蓄している 73

備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である 144

備蓄していない 155

無回答 4

n= 376

19.4

38.3

41.2

1.1

0％ 20％ 40％ 60％
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② 属性別集計 

図表 25 全体、業種別、従業員数別、水道使用水量別、延べ床面積別 

 

〇 業種別 

「９リットル以上」の割合は、医療・福祉、サービス業で高い。一方、「備蓄していない」割合

は、飲食店・宿泊業、運輸業、卸売・小売業で高い。 
 

〇 従業員数別 

「９リットル以上」の割合は 51～100 人が最も高い。一方、「備蓄していない」割合は、50 人以

下が高く、51 人以上が低い。 
 

〇 水道使用水量別 

「備蓄していない」割合は、200 ㎥以下で高い。 
 

〇 延べ床面積別 

「備蓄していない」割合は、1,000 ㎡以下で高い。 

ｎ=

全体 376

【業種別】

建設業 48

製造業 36

情報通信業 1

運輸業 11

卸売・小売業 46

飲食店、宿泊業 27

医療、福祉 58

サービス業 81

公務 1

その他 55

【従業員数別】

０～４人 155

５～９人 73

10～50人 97

51～100人 21

101～300人 17

301人以上 7

【水道使用水量別】

16㎥以下 118

17～20㎥ 35

21～40㎥ 45

41～60㎥ 29

61～100㎥ 27

101～200㎥ 19

201～600㎥ 17

601～2,000㎥ 15

2,001㎥以上 16

【延べ床面積別】

100㎡以下 160

101～500㎡ 103

501～1,000㎡ 19

1,001～2,000㎡ 18

2,001～5,000㎡ 25

5,001㎡以上 10

19.4

10.4

16.7

9.1

13.0

7.4
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24.7
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22.6

15.1
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23.5
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17.1
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18.5

31.6
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20.0
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18.1
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38.9

28.0

30.0
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43.8

41.7

36.4

39.1

33.3

36.2

33.3

100.0

49.1

36.1

41.1

33.0

38.1

64.7

71.4

36.4

37.1

33.3

31.0

33.3

21.1

58.8

66.7

31.3

35.0

36.9

36.8

33.3

56.0

50.0

41.2

45.8

41.7

100.0

54.5

47.8

59.3

37.9

38.3

21.8

40.6

43.8

50.5

19.0

11.8

28.6

45.8

45.7

46.7

48.3

48.1

42.1

23.5

13.3

25.0

46.9

42.7

47.4

22.2

16.0

20.0

1.1

3.7

1.8

0.6

3.1

4.4

5.3

1.0

5.3

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人あたり９リットル以上備蓄している 備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である

備蓄していない 無回答
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経年比較 

図表 26 経年比較 

 

注１：平成 30 年度と令和４年度の設問は「１人１日あたり３リットル、３日分で９リットル以上の飲料水の備蓄をお願いしていま

す。」、平成 26 年度の設問は「１人１日あたり３リットル、３日分で９リットル程度を目安として、飲料水の備蓄をお願いして

います。」となっている。 

 

 注２: 平成 30 年度と令和４年度の選択肢は「備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である」としているが、平成 26 年度の

選択肢は「６～８リットル程度」「３～５リットル程度」「３リットル未満」としていたため、これらを「備蓄しているが、１人あたり

９リットル未満である」に含めて集計している。 

 

平成 26年度と平成 30年度を比較すると、「９リットル以上」は減少し、「９リットル未満」と

「備蓄していない」は増加したが、平成 30 年度と令和４年度を比較すると、いずれもほとんど変

わらない。 

 

 

 

 

  

令和4年度 376 19.4 38.3 41.2 1.1

平成30年度 298 18.5 38.3 41.6 1.7

平成26年度 332 24.1 36.8 36.7 2.4

19.4

18.5

24.1

38.3

38.3

36.8

41.2

41.6

36.7

1.1

1.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人あたり９リットル以上備蓄している

備蓄しているが、１人あたり９リットル未満である

備蓄していない

無回答
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問８  問７で「２」、「３」とお答えになった事業所にうかがいます。  

     １人９リットル以上の備蓄をしていない理由は何ですか。（○はいくつでも）  

   １ １人あたり９リットル以上の備蓄が必要なことを知らなかったため 

   ２ 保管する場所がないため 

   ３ 費用がかかるため 

   ４ 急いで準備する必要はないと思うため 

   ５ 準備するのが面倒なため 

   ６ 災害が起きてからでも、購入できると思うため 

   ７ 行政が準備していると思うため 

   ８ その他（                                    ） 

① 単純集計 

図表 27 全体 

 

 
 

＜その他の内訳（28 件）＞    

後回しになっている、危機意識がない 7 その他 6 

ほかの手段で代用 7 各自で持っている、管理が難しい、受水槽が

ある、上司の指示がない 等 従業員数が少ない、常駐していない 4 

ある程度備蓄している 2 

自宅に備蓄している 2 

 

 

９リットル以上の備蓄をしていない理由は、「９リットル以上の備蓄が必要なことを知らなか

ったため」46.5%、「保管する場所がないため」45.8%、「急いで準備する必要はないと思うため」

16.7%、「費用がかかるため」15.4%の順に割合が高い。 

 

  

１人あたり９リットル以上の備蓄が必要なことを知らなかったため 139

保管する場所がないため 137

費用がかかるため 46

急いで準備する必要はないと思うため 50

準備するのが面倒なため 20

災害が起きてからでも、購入できると思うため 7

行政が準備していると思うため 8

その他 28

無回答 7

（複数回答）n= 299

46.5

45.8

15.4

16.7

6.7

2.3

2.7

9.4

2.3

0％ 20％ 40％ 60％
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② 経年比較 

図表 28 経年比較 

 

 

 

 

 

注：平成 26 年度の設問は「前問で「２」から「５」とお答えになった事業所におうかがいします。９リットル以上の備蓄をしていない

理由は何ですか。」、平成 30 年度と令和４年度は「前問で「２」、「３」とお答えになった事業所にうかがいます。１人９リットル

以上の備蓄をしていない理由は何ですか。」となっている。 

 

 

平成 26年度と平成 30年度と今回の令和４年度を比較すると、「災害が起きてからでも、購入で

きると思うため」と「行政が準備していると思うため」は減少傾向、「急いで準備する必要はな

いと思うため」が平成 26 年度から平成 30 年度で 3.0 ポイントの減少だったのが、平成 30 年度か

ら令和４年度で 5.4ポイントの増加に転じている。 

 

  

 

 

 

  

１人あたり９リットル以上の備
蓄が必要なことを知らなかっ
たため

保管する場所がないため 費用がかかるため 急いで準備する必要はないと
思うため

ｎ= 応急給水の日時 水道の復旧の見込み 断水地域 水道管の被害状況

令和4年度 299 46.5 45.8 15.4 16.7

平成30年度 238 47.1 46.6 16.0 11.3

平成26年度 332 43.4 42.2 18 14.3

46.5

47.1

43.4

0 50 100
%

45.8

46.6

42.2

0 50 100
%

15.4

16.0

18.0

0 50 100
%

16.7

11.3

14.3

0 50 100
%

準備するのが面倒なため 災害が起きてからでも、購入
できると思うため

行政が準備していると思うた
め

その他

ｎ= 水道施設の被害状況 その他 特にない 無回答

令和4年度 299 6.7 2.3 2.7 9.4

平成30年度 238 5.9 3.4 5.0 16.8

平成26年度 332 5.3 4.9 9.8 13.1

6.7

5.9

5.3

0 50 100
%

2.3

3.4

4.9

0 50 100
%

2.7

5.0

9.8

0 50 100
%

9.4

16.8

13.1

0 50 100
%

無回答

ｎ=

令和4年度 299 2.3

平成30年度 238 0.8

平成26年度 332 2.9

2.3

0.8

2.9

0 50 100
%
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（２） 設問間クロス集計 

図表 29 飲料水の備蓄（問７）×備蓄をしていない理由（問８） 

 

 

 

 

「備蓄をしているが９リットル未満」の事業所は、「備蓄をしていない」事業所に比べ、「９リ

ットル以上の備蓄が必要なことを知らなかった」「保管する場所がない」の割合が高い。 

一方、「備蓄をしていない」事業所は「備蓄をしているが９リットル未満」の事業所に比べ、

「急いで準備する必要はない」「準備するのが面倒」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

  

n=

備蓄しているが、１人あたり
９リットル未満である 144

備蓄していない 155

n=

備蓄しているが、１人あたり
９リットル未満である 144

備蓄していない 155

災害が起きてからで
も、購入できると思うた
め

行政が準備していると
思うため

その他 無回答

１人あたり９リットル以
上の備蓄が必要なこと
を知らなかったため

保管する場所が
ないため

費用がかかるため
急いで準備する必要は

ないと思うため
準備するのが
面倒なため

52.1

41.3

0 50 100%

52.1

40.0

0 50 100 %

16.0

14.8

0 50 100%

13.2

20.0

0 50 100%

2.1

11.0

0 50 100%

0.7

3.9

0 50 100%

2.1

3.2

0 50 100%

4.9

13.5

0 50 100%

1.4

3.2

0 50 100%
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３． 水道料金について 

（１） 検針票の電子化について 

問９  水道メーターの検針時、紙の「水道・下水道使用量等のお知らせ」（検針票）をお

届けしています。将来的な検針票のお届け方法についてどのようにお考えですか。

（〇は１つだけ） 

   １ 今までどおり、紙の検針票が良い 

   ２ 電子化（メールなどによるお知らせ）にしてほしい 

   ３ どちらがいいかわからない 

① 単純集計 

図表 30 全体 

 

 

 

 

将来的な検針票のお届け方法について、「今までどおり、紙の検針票が良い」62.5％が「電子

化にしてほしい」18.4％より 44.1ポイント高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今までどおり、紙の検針票が良い 235

電子化（メールなどによるお知らせ）にしてほしい 69

どちらがいいかわからない 67

無回答 5

n= 376

62.5

18.4

17.8

1.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
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② 属性別集計 

図表 31 全体、業種別、従業員数別、水道使用水量別、延べ床面積別 

 

〇 業種別 

「今までどおり、紙の検針票が良い」割合は、サービス業、製造業、卸売・小売業で高い。 

一方、「電子化にしてほしい」割合は、建設業で高い。 
 

〇 従業員数別 

「今までどおり、紙の検針票が良い」割合は、従業員数が少ないほど高く、「電子化にしてほし

い」割合は、概ね従業員数が多いほど高くなる傾向がある。 
 

〇 水道使用水量別 

「電子化にしてほしい」割合は 20㎥以下と 201㎥以上で高い。 
 

〇 延べ床面積別 

「今までどおり、紙の検針票が良い」割合は、1,000 ㎥以下で高い。  

ｎ=

全体 376

【業種別】

建設業 48

製造業 36

情報通信業 1

運輸業 11

卸売・小売業 46

飲食店、宿泊業 27

医療、福祉 58

サービス業 81

公務 1

その他 55

【従業員数別】

０～４人 155

５～９人 73

10～50人 97

51～100人 21

101～300人 17

301人以上 7

【水道使用水量別】

16㎥以下 118

17～20㎥ 35

21～40㎥ 45

41～60㎥ 29

61～100㎥ 27

101～200㎥ 19

201～600㎥ 17

601～2,000㎥ 15

2,001㎥以上 16

【延べ床面積別】

100㎡以下 160

101～500㎡ 103

501～1,000㎡ 19

1,001～2,000㎡ 18

2,001～5,000㎡ 25

5,001㎡以上 10

62.5

56.3

66.7

54.5

65.2

59.3

58.6

70.4

60.0

70.3

63.0

55.7

52.4

47.1

28.6

58.5

45.7

71.1

72.4

85.2

73.7

47.1

40.0

62.5

65.6

65.0

63.2

50.0

52.0

50.0

18.4

31.3

5.6

100.0

9.1

15.2

18.5

17.2

21.0

100.0

16.4

14.2

17.8

18.6

19.0

52.9

28.6

22.0

28.6

13.3

13.8

10.5

29.4

33.3

25.0

17.5

18.4

26.3

11.1

36.0

10.0

17.8

10.4

22.2

36.4

17.4

18.5

24.1

8.6

23.6

13.5

19.2

24.7

28.6

28.6

17.8

25.7

15.6

13.8

11.1

15.8

23.5

20.0

12.5

16.3

15.5

10.5

33.3

12.0

30.0

1.3

2.1

5.6

2.2

3.7

1.9

1.0

14.3

1.7

3.7

6.7

0.6

1.0

5.6

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今までどおり、紙の検針票が良い 電子化（メールなどによるお知らせ）にしてほしい

どちらがいいかわからない 無回答
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問 10 問９で「１」とお答えになった事業所にうかがいます。  

    紙の検針票が良い理由は何ですか。（○はいくつでも）  

   １ パソコンやスマートフォンを持っていないから  

   ２ パソコンやスマートフォンの操作が不得意だから  

   ３ 紙の検針票の方が信頼できるから  

   ４ 業務や手続などで紙の検針票が必要だから     

   ５ その他（                        ）   

① 単純集計 

図表 32 全体 

 
 

＜その他の内訳（23 件）＞    

紙の方が確認しやすい 7 その他 7 

今まで通りで問題無い 4 検針員が水漏れを教えてくれる、紙の方が意

識が高まる、保管しやすい 等 業務や手続などで紙の検針票が必要 3 

ネットの不具合やパソコンの故障などが心配 2 

 

紙の検針票が良い理由について、「業務や手続などで紙の検針票が必要だから」60.9％、「紙

の検針票の方が信頼できるから」30.2％、「パソコンやスマートフォンの操作が不得意だから」

24.7％、「パソコンやスマートフォンを持っていないから」6.8％の順に割合が高い。 

 

  

パソコンやスマートフォンを持っていないから 16

パソコンやスマートフォンの操作が不得意だから 58

紙の検針票の方が信頼できるから 71

業務や手続などで紙の検針票が必要だから　　 143

その他 23

無回答 1

（複数回答）n= 235

6.8

24.7

30.2

60.9

9.8

0.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
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問 11 問９で「２」とお答えになった事業所にうかがいます。  

    電子化が良い理由は何ですか。（○はいくつでも）  

   １ 紙の節約になるから  

   ２ いつでも確認できるから  

   ３ 管理しやすくなるから  

   ４ 他人に見られる心配がないから     

   ５ その他（                        ）   

① 単純集計 

図表 33 全体 

 
＜その他の内訳（２件）＞    

電子帳簿保存法改正に対応するため 1 コスト削減 1 

 

電子化が良い理由について、「いつでも確認できるから」59.4％、「管理しやすくなるから」

58.0％、「紙の節約になるから」53.6％の割合が、ほぼ同程度である。 

 

 

 

  

紙の節約になるから 37

いつでも確認できるから 41

管理しやすくなるから 40

他人に見られる心配がないから　　 0

その他 2

無回答 0

（複数回答）n= 69

53.6

59.4

58.0

0.0

2.9

0.0

0％ 20％ 40％ 60％
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４． 水道事業について 

（１） 水道局の広報・PR について 

問 12 次のうち水道について知りたいと思う項目はどれですか。（○はいくつでも）  

   １ 水源のこと             ８ 水道料金の仕組みや使いみち 

   ２ 水質のこと             ９ 水道事業の財政状況や経営の効率化のこと 

   ３ 水道施設のこと          10 横浜水道の歴史 

   ４ 災害対策のこと          11 水道水の健康のための活用方法 

   ５ 水道工事のこと          12 特にない 

   ６ 断水や濁水の情報        13 その他（               ） 

   ７ 環境への取組                         

① 単純集計 

図表 34 全体 

 

 

＜その他の内訳（５件）＞    

節水の具体的な方法 1 放射能等の濃度 1 

水道水の安全性 1 水道局で何をしているのか分からない 1 

 

水道について知りたいと思う項目は、「水質のこと」50.3％、「災害対策のこと」44.7％、

「断水や濁水の情報」29.3％の順に割合が高い。  

水源のこと 101

水質のこと 189

水道施設のこと 57

災害対策のこと 168

水道工事のこと 58

断水や濁水の情報 110

環境への取組 62

水道料金の仕組みや使いみち 100

水道事業の財政状況や経営の効率化 38

横浜水道の歴史 16

水道水の健康のための活用方法 46

特にない 64

その他 5

無回答 3

（複数回答）n= 376

26.9

50.3

15.2

44.7

15.4

29.3

16.5

26.6

10.1

4.3

12.2

17.0

1.3

0.8

0％ 20％ 40％ 60％
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② 経年比較 

図表 35 経年比較 

 

 

 

 

水道について知りたいと思う項目のうち上位５項目について、「水質のこと」、「災害対策の

こと」、「水道料金の仕組みや使いみち」が減少傾向にある。 

 

 

  

水質のこと 災害対策のこと 水道料金の仕組みや使いみち 水源のこと

ｎ= 雨水 地下水（井戸水） 再生水 工業用水 その他

令和4年度 376 50.3 44.7 26.9 26.9 29.3

平成30年度 298 53.7 46.6 36.6 25.5 33.9

平成26年度 332 56.6 51.2 36.7 33.4 25.9

   断水や濁水の情報

50.3

53.7

56.6

0 50 100

% 44.7

46.6

51.2

0 50 100

% 26.9

36.6

36.7

0 50 100

%
26.9

25.5

33.4

0 50 100

% 29.3

33.9

25.9

0 50 100

%
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問 13 問 12 で知りたいと思う項目を知るためにはどのような広報手段がいいですか。

（○はいくつでも）  

   １ 広報よこはま  

   ２ ポスター                        

   ３ 水道・下水道使用量等のお知らせ（裏面）    

   ４ パンフレット・チラシ  

   ５ 新聞  

   ６ タウン誌                        

   ７ ウェブサイト（ホームページ）            

   ８ メールマガジン                    

   ９ ツイッター(Twitter) 

   10 インスタグラム(Instagram) 

   11 ユーチューブ(YouTube) 

   12 イベント 

   13 テレビ 

   14 ラジオ 

   15 その他（            ）  

   16 特にない  

① 単純集計 

図表 36 全体 

 

広報よこはま 158

ポスター 28

水道・下水道使用量等のお知らせ（検針票裏面） 150

パンフレット・チラシ 69

新聞 35

タウン誌 35

ウェブサイト（ホームページ） 89

メールマガジン 23

ツイッター(Twitter) 12

インスタグラム(Instagram) 12

ユーチューブ(YouTube) 18

イベント 9

テレビ 50

ラジオ 14

特にない 40

その他 4

無回答 18

（複数回答）n= 376

42.0

7.4

39.9

18.4

9.3

9.3

23.7

6.1

3.2

3.2

4.8

2.4

13.3

3.7

10.6

1.1

4.8

0％ 20％ 40％ 60％
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＜その他の内訳（４件）＞    

検針時のチラシ等（検針票裏面はわかりづらい） 1 浄水場での展示 1 

あまりお金をかける広報はよくない 1 必要のある時に事業所への適宜連絡 1 

 

水道について知りたいと思う項目を知るための広報手段として良いものは、「広報よこはま」

42.0％、「水道・下水道使用量等のお知らせ」39.9％、「ウェブサイト」23.7％の順に割合が高

い。 

 

② 経年比較 

図表 37 経年比較 

 

 
 

注：平成 26 年度と平成 30年度の選択肢では「パンフレット」と「チラシ」が分かれていたが、令和 4年度の選択

肢では一つにまとめて「パンフレット・チラシ」と変更したため、「パンフレット」と「チラシ」を合わせて

「パンフレット・チラシ」として集計している。 

 

水道について知りたいと思う項目を知るための広報手段の上位４項目について、「広報よこは

ま」、「パンフレット・チラシ」が減少傾向である。一方、「水道・下水道使用量等のお知ら

せ」、「ウェブサイト」は横ばいである。 

 

 

 

 

 

  

広報よこはま 水道・下水道使用量等の
お知らせ

ウェブサイト パンフレット・チラシ

ｎ= 雨水 地下水（井戸水） 再生水 工業用水

令和4年
度

376 42.0 39.9 23.7 18.4

平成30年
度

298 44.3 38.9 23.5 34.2

平成26年
度

332 46.5 44.1 22.4 43.2

42.0

44.3

46.5

0 50 100

% 39.9

38.9

44.1

0 50 100

% 23.7

23.5

22.4

0 50 100

% 18.4

34.2

43.2

0 50 100

%
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５． 満足度分析 

（１） 満足度について 

問 14 横浜市の水道事業についての満足度を教えてください。（○は１つだけ） 

   １ 満足  

   ２ どちらかといえば満足  

   ３ どちらかといえば不満 

   ４ 不満 

① 単純集計 

図表 38 全体 

 

 

横浜市の水道事業について、「満足」27.1％、「どちらかといえば満足」62.5％を合わせた割

合は 89.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足 102

どちらかといえば満足 235

どちらかといえば不満 26

不満 4

無回答 9

n= 376

27.1

62.5

6.9

1.1

2.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
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② 属性別集計 

図表 39 全体、業種別、従業員数別、水道使用水量別、延べ床面積別 

 
 

〇 業種別 

「満足」の割合は、飲食店、宿泊業、運輸業、製造業で高い。 
 

〇 従業員数別 

「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合は、概ね従業員数が少ないほど高くなる傾向

がある。 
 

〇 水道使用水量別 

「満足」の割合は、601 ㎥以上で低いが、600 ㎥以下では明確な傾向が見られない。 
 

〇 延べ床面積別 

「満足」の割合は、2,001 ㎥以上で低いが、2,000 ㎥以下では使用水量が多いほど高くなる傾向が

ある。 

ｎ=

全体 376

【業種別】

建設業 48

製造業 36

情報通信業 1

運輸業 11

卸売・小売業 46

飲食店、宿泊業 27

医療、福祉 58

サービス業 81

公務 1

その他 55

【従業員数別】

０～４人 155

５～９人 73

10～50人 97

51～100人 21

101～300人 17

301人以上 7

【水道使用水量別】

16㎥以下 118

17～20㎥ 35

21～40㎥ 45

41～60㎥ 29

61～100㎥ 27

101～200㎥ 19

201～600㎥ 17

601～2,000㎥ 15

2,001㎥以上 16

【延べ床面積別】

100㎡以下 160

101～500㎡ 103

501～1,000㎡ 19

1,001～2,000㎡ 18

2,001～5,000㎡ 25

5,001㎡以上 10

27.1

20.8

30.6

36.4

15.2

40.7

29.3

27.2

32.7

30.3

24.7

22.7

38.1

17.6

28.6

29.7

22.9

22.2

31.0

25.9

31.6

29.4

20.0

18.8

26.3

30.1

31.6

38.9

24.0

20.0

62.5

66.7

52.8

63.6

76.1

55.6

60.3

64.2

56.4

60.0

67.1

64.9

52.4

70.6

57.1

60.2

60.0

66.7

62.1

63.0

57.9

58.8

66.7

68.8

62.5

59.2

63.2

38.9

72.0

80.0

6.9

8.3

11.1

100.0

6.5

3.7

5.2

7.4

100.0

5.5

4.5

5.5

11.3

4.8

11.8

14.3

7.6

14.3

6.7

6.9

7.4

11.8

6.7

6.3

7.5

7.8

5.3

16.7

4.0

1.1

2.1

2.8

2.2

1.7

1.9

1.0

0.8

2.9

5.3

6.3

1.9

1.0

2.4

2.1

2.8

3.4

1.2

5.5

3.2

2.7

4.8

1.7

4.4

3.7

5.3

6.7

1.9

1.9

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答
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③ 経年比較 

図表 40 経年比較 

 

 

 

「満足」「どちらかといえば満足」を合わせた割合は、増加傾向にあるものの、「満足」の割

合は、令和４年度が最も低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ= 満足 どちらかといえどちらかといえ不満 無回答

令和4年度 376 27.1 62.5 6.9 1.1 2.4

平成30年度 298 36.2 51.3 6.7 1.7 4.0

平成26年度 332 33.1 54.2 6.0 1.8 4.8

平成23年度 331 29.3 56.8 5.4 1.8 6.6

27.1

36.2

33.1

29.3

62.5

51.3

54.2

56.8

6.9

6.7

6.0

5.4

1.1

1.7

1.8

1.8

2.4

4.0

4.8

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満

不満 無回答
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問 15 横浜市の水道事業について、満足していただいている点はどのようなことです

か。（○はいくつでも）  

   １ 水源水質の保全 

   ２ 安全で良質な水の供給 

   ３ 浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 

   ４ 断水・減水・渇水のない安定した給水 

   ５ 水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 

   ６ 水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 

   ７ 広報など情報提供の充実 

   ８ 市民参加イベントの実施 

   ９ 開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 

   10 国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 

   11 障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 

   12  ICT の活用など効率的な水道事業経営 

   13 道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 

   14 水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 

   15 水道料金の金額 

   16 その他（                                    ） 

① 単純集計 

図表 41 全体 

 

 

＜その他の内訳（４件）＞    

横浜市の水道・下水道のウェブサイト 1 満足と言うか不満を感じた事が無い 1 

このようなアンケート調査を行っていること 1 分からない 1 

 

満足項目は、「安全で良質な水の供給」73.7％、「水源水質の保全」47.9％、「断水・減水・

渇水のない安定した給水」46.8％の順に割合が高い。 

  

水源水質の保全 180

安全で良質な水の供給 277

浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 51

断水・減水・渇水のない安定した給水 176

水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策 23

水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 10

広報など情報提供の充実 7

市民参加イベントの実施 6

開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 8

国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 10

障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 2

ICTの活用など効率的な水道事業経営 1

道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 43

水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 49

水道料金の金額 18

その他 4

無回答 21

（複数回答）n= 376

47.9

73.7

13.6

46.8

6.1

2.7

1.9

1.6

2.1

2.7

0.5

0.3

11.4

13.0

4.8

1.1

5.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
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問 16 横浜市の水道事業について、ご不満な点はどのようなことですか。  

                                                                            （○はいくつでも）  

   １ 水源水質の保全 

   ２ 安全で良質な水の供給 

   ３ 浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 

   ４ 断水・減水・渇水のない安定した給水 

   ５ 水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 

   ６ 水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 

   ７ 広報など情報提供の充実 

   ８ 市民参加イベントの実施 

   ９ 開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 

   10 国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 

   11 障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 

   12  ICT の活用など効率的な水道事業経営 

   13 道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 

   14 水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 

   15 水道料金の金額 

   16 その他（                                    ） 

① 単純集計 

図表 42 全体 

 

 

＜その他の内訳（44 件）＞    

特になし 27 その他 9 

分からない 4 毎月払いの方が金額が小さく支払いやすい、

計画的な水道管の更新工事、水道事業という

ものが身近ではない 等 
水道料金が高い 2 

水道水がおいしくない、塩素の味が強い 2 

 

水道事業に対する不満足項目では、「水道料金の金額」の割合が 33.5％で突出して高い。  

水源水質の保全 16

安全で良質な水の供給 18

浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 24

断水・減水・渇水のない安定した給水 18

水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 14

水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 13

広報など情報提供の充実 23

市民参加イベントの実施 4

開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 8

国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 3

障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 5

ICTの活用など効率的な水道事業経営 3

道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 23

水道料金の支払方法や検針票のお届け方法 11

水道料金の金額 126

その他 44

無回答 130

（複数回答）n= 376

4.3

4.8

6.4

4.8

3.7

3.5

6.1

1.1

2.1

0.8

1.3

0.8

6.1

2.9

33.5

11.7

34.6

0％ 20％ 40％
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（２） 水道局の今後の取組について 

問 17 水道局の経営は、水道料金収入によってまかなわれています。水道局の取組のう

ち、今後、特に力を入れるべきと思う事項はどれですか。  

                                       （○はいくつでも）  

   １ 水源水質の保全 

   ２ 安全で良質な水の供給 

   ３ 浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 

   ４ 断水・減水・渇水のない安定した給水 

   ５ 水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 

   ６ 水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 

   ７ 広報など情報提供の充実 

   ８ 市民参加イベントの実施 

   ９ 開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 

   10 国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 

   11 障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 

   12  ICT の活用など効率的な水道事業経営 

   13 道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 

   14 水道料金の支払方法や検針票のお届け方法の拡充 

   15 その他（                                    ） 

① 単純集計 

図表 43 全体 

 
＜その他の内訳（９件）＞    

水道料金の値下げ 4 満足している 1 

分からない 2 コスト削減 1 

 

特に力を入れるべき事項は、「安全で良質な水の供給」65.7％、「断水・減水・渇水のない安

定した給水」54.8％、「水源水質の保全」50.5％、「浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害

対策」45.7％の順に割合が高い。 

  

水源水質の保全 190

安全で良質な水の供給 247

浄水場や水道管の更新・耐震化などの災害対策 172

断水・減水・渇水のない安定した給水 206

水源林の保全や小水力発電・太陽光発電の利用など環境施策の推進 73

水道のことに関する問合せや相談窓口の充実 17

広報など情報提供の充実 10

市民参加イベントの実施 4

開発途上国の水事情の改善などの国際貢献 17

国内における災害復興支援や小規模自治体への支援 18

障害者就労施設への積極的な発注など地域社会への貢献 10

ICTの活用など効率的な水道事業経営 19

道路上の漏水の応急対応など、水道管の工事 65

水道料金の支払方法や検針票のお届け方法の拡充 29

その他 9

無回答 25

（複数回答）n= 376

50.5

65.7

45.7

54.8

19.4

4.5

2.7

1.1

4.5

4.8

2.7

5.1

17.3

7.7

2.4

6.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％



- 45 - 

（３） 設問間クロス集計 

図表 44 新型コロナウイルス感染症の影響（問４）×満足度（問 14） 

 

 

 

「満足」の割合は、使用水量が増えた事業所ほど低くなる傾向がある。 

 

 

 

  

n=

全体 376

増えた 74

変わらない 247

減った 20

分からない 34

無回答 1

27.1 

17.6 

28.3 

35.0 

35.3 

62.5 

68.9 

61.5 

55.0 

58.8 

100.0 

6.9 

8.1 

8.1 

1.1 

1.4 

0.4 

5.0 

2.9 

2.4 

4.1 

1.6 

5.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 無回答
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図表 45 満足度（問 14）×満足項目（問 15） 

 

 

 

 

「満足」「どちらかといえば満足」と回答した事業所の満足項目は、「安全で良質な水の供給」

76.9％、「断水・減水・渇水のない安定した給水」50.4％、「水源水質の保全」49.9％の順で割

合が高い。 

一方、「不満」「どちらかといえば不満」と回答した事業所の満足項目は、「安全で良質な水

の供給」40.0％、「水源水質の保全」26.7％、「断水・減水・渇水のない安定した給水」20.0％

の順で割合が高い。 

 

 

  

n= n=

水源水質の保全 337
49.9

30
26.7

安全で良質な水の供給 337
76.9

30
40.0

浄水場や水道管の更新・耐震化などの
災害対策

337
14.5

30
6.7

断水・減水・渇水のない安定した給水 337
50.4

30
20.0

水源林の保全や小水力発電 337
6.2

30
6.7

水道のことに関する問合せや相談窓口
の充実

337
2.4

30
3.3

広報など情報提供の充実 337
2.1

30
0.0

市民参加イベントの実施 337
1.8

30
0.0

開発途上国の水事情の改善などの国
際貢献

337
2.1

30
0.0

国内における災害復興支援や小規模
自治体への支援

337
2.1

30
3.3

障害者就労施設への積極的な発注な
ど地域社会への貢献

337
0.6

30
0.0

ICTの活用など効率的な水道事業経営 337
0.3

30
0.0

道路上の漏水の応急対応など、水道管
の工事

337
11.6

30
10.0

水道料金の支払方法や検針票のお届
け方法

337
13.4

30
10.0

水道料金の金額 337
4.5

30
6.7

その他 337
0.9

30
0.0

無回答 337
2.4

30
40.0

満足・どちらかと
いえば満足

(合計）

不満・どちらかと
いえば不満

(合計）

49.9

76.9

14.5

50.4

6.2

2.4

2.1

1.8

2.1

2.1

0.6

0.3

11.6

13.4

4.5

0.9

2.4

0 50 100
%

26.7

40.0

6.7

20.0

6.7

3.3

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0

0.0

10.0

10.0

6.7

0.0

40.0

0 50 100
%
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図表 46 満足度（問 14）×不満足項目（問 16） 

 

 

 

「満足」「どちらかといえば満足」と回答した事業所の不満足項目は、「水道料金の金額」が

29.7％と最も高い。 

一方、「不満」「どちらかといえば不満」と回答した事業所の不満足項目は、「水道料金の金

額」73.３％、「安全で良質な水の供給」13.3％、「水源水質の保全」10.0％の順で割合が高い。 

  

n= n=

水源水質の保全 337
3.9

30
10.0

安全で良質な水の供給 337
4.2

30
13.3

浄水場や水道管の更新・耐震化などの
災害対策

337
6.2

30
6.7

断水・減水・渇水のない安定した給水 337
4.7

30
6.7

水源林の保全や小水力発電・太陽光
発電の利用など環境施策の推進

337
4.2

30
0.0

水道のことに関する問合せや相談窓口
の充実

337
3.3

30
0.0

広報など情報提供の充実 337
5.9

30
3.3

市民参加イベントの実施 337
1.2

30
0.0

開発途上国の水事情の改善などの国
際貢献

337
2.4

30
0.0

国内における災害復興支援や小規模
自治体への支援

337
0.9

30
0.0

障害者就労施設への積極的な発注な
ど地域社会への貢献

337
1.5

30
0.0

ICTの活用など効率的な水道事業経営 337
0.9

30
0.0

道路上の漏水の応急対応など、水道管
の工事

337
5.9

30
6.7

水道料金の支払方法や検針票のお届
け方法

337
3.3

30
0.0

水道料金の金額 337
29.7

30
73.3

その他 337
11.6

30
13.3

無回答 337
37.4

30
3.3

満足・どちらかと
いえば満足

(合計）

不満・どちらかと
いえば不満

(合計）

3.9

4.2

6.2

4.7

4.2

3.3

5.9

1.2

2.4

0.9

1.5

0.9

5.9

3.3

29.7

11.6

37.4

0 50 100
%

10.0

13.3

6.7

6.7

0.0

0.0

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.7

0.0

73.3

13.3

3.3

0 50 100
%
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図表 47 満足度（問 14）×特に力を入れるべき事項（問 17） 

 

 

 

「満足」「どちらかといえば満足」と回答した事業所、「不満足」「どちらかといえば不満足」

と回答した事業所ともに、「水源水質の保全」、「安全で良質な水の供給」、「浄水場や水道管

の更新・耐震化などの災害対策」、「断水・減水・渇水のない安定した給水」の割合が高い。 

また、「不満」「どちらかといえば不満」と回答した事業所は、「広報など情報提供の充実」

の割合がやや高い。 

 

  

n= n=

水源水質の保全 337
52.2

30

安全で良質な水の供給 337
67.4

30

浄水場や水道管の更新・耐震化などの
災害対策

337
45.7

30

断水・減水・渇水のない安定した給水 337
56.1

30

水源林の保全や小水力発電・太陽光
発電の利用など環境施策の推進

337
4.2

30

水道のことに関する問合せや相談窓口
の充実

337
4.5

30

広報など情報提供の充実 337
2.4

30

市民参加イベントの実施 337
0.9

30

開発途上国の水事情の改善などの国
際貢献

337
4.5

30

国内における災害復興支援や小規模
自治体への支援

337
4.5

30

障害者就労施設への積極的な発注な
ど地域社会への貢献

337
2.7

30

ICTの活用など効率的な水道事業経営 337
5.3

30

道路上の漏水の応急対応など、水道管
の工事

337
16.0

30

水道料金の支払方法や検針票のお届
け方法の拡充

337
7.1

30

その他 337
2.4

30

無回答 337
5.9

30

満足・どちらかと
いえば満足

(合計）

不満・どちらかと
いえば不満

(合計）

52.2

67.4

45.7

56.1
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